
行動指針

生き生きと生きる

一人ひとりが、さつき保育園の顔であり、一人ひとりの言動が園の評価を決めます。
各人が「大切な命を預かっている事」、「“先生”と呼ばれている事」を自覚し、

責任ある行動を心掛けましょう。

１．基本態度

　　　えがおのはなをさかせよう

▶ 楽しい事を見付け出し、生み出そう

▶ 目を見て、明るく、誰にでも挨拶しよう

▶ 適切かつ丁寧な言葉を使おう

▶ 心身共に健康を保とう

▶ 職務規定を守り、誠実に働こう

▶ 仕事を通して学べる事に、素直に感謝しよう

▶ 出来ない事を考えるより、どうしたら出来るかを考えよう

▶ 活動の目的やねらいを理解し、提供の仕方を考えよう

▶ 子どもの行動の意味を理解し、対応の仕方を考えよう

▶ 説明は短く簡潔にしよう

▶ 発達段階を踏まえて、一人ひとりの成長に応じた保育を心掛けよう

２．子どもに対して

　　　いつもきみをおうえんしてる
▶ 「遊び」は「学び」として捉え、本気で関わろう

▶ 頭ごなしに否定せず、肯定的な言葉で声掛けしよう

▶ 常に子どもの活動全体に目を配ろう

▶ 保育にあたって、準備を大切にし、過程を充実させよう

▶ 分け隔てなく愛情を注ぎ、十分なスキンシップを取ろう

▶ 一人ひとりの心に寄り添って、気持ちを汲み取り、共感しよう

▶ 他の子と比べるのではなく、ありのままの姿を認め、その子の長所を伸ばそう

▶ 基本的な生活習慣・ルールを身に付けさせよう



４．保護者・地域に対して

　　　共に子どもを支える

３．職員に対して

　　　ｏｎｅ ｆｏｒ ａｌｌ , ａｌｌ ｆｏｒ ｏｎｅ
▶ 仲間を思い遣り、相手の言葉に耳を傾けよう

５．自分自身に対して

　　　共に成長する
▶ 「ゆとり・ユーモア・勇気」を心に持ち、日々の仕事に取り組もう

▶ まずは傾聴の姿勢で接しよう

▶ 仲間の人権・人格を尊重しよう

▶ 摩擦を恐れずに、自分の考えを伝えよう

▶ 仲間を信頼し、協力し、助け合おう

▶ 必要な相手と、タイムリーかつ的確に情報を共有しよう

▶ 分からない事はそのままにせず、相談しよう

▶ ポジティブな視点で、仲間の良さを見付けよう

▶ 広い視野を持って、様々な事象に目を向け、教養と社会常識を身に付けよう

▶ 自分の時間を大切にし、仕事とプライベートのバランスが取れた生活をしよう

▶ 園生活を共に楽しもう

▶ 保護者と進んでコミュニケーションを取り、成長の喜びを共有しよう

▶ 必要に応じて、園の情報を分かりやすく提供しよう

▶ 知識や経験を元に、保護者の力になる努力をしよう

▶ 各家庭のおかれている環境を理解しよう

▶ 地域に愛される保育園を目指して、近隣に配慮しよう

▶ 主体的に学び、保育に関する知識や技能を磨こう


